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●わたしたちがめざす倉吉のまちの未来
　とは（第3回）
●赤い羽根共同募金運動初日街頭募金／
　歳末たすけあい募金地域福祉公募事業の
　お知らせ／地区社会福祉協議会活動紹介
　（西郷地区）／多機関の協働による包括的
　支援体制構築事業

検索倉吉市社協

初級編（幼児～小学生向け）初級編（幼児～小学生向け）
自分から進んで地域の人のお手伝いをすることはボランティア？
①はい　　②いいえ　　　　　　　　　　　　  　　　答え（　　　　　　　）
ボランティアって何をすること？（答えは一つとは限りません）
①地域の人たちとゴミ拾いをする　  ②おじいちゃん、おばあちゃんを助けること
③募金をすること　　　　　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　）
赤い羽根共同募金はいつからはじまる？
①4月1日　②8月1日　③10月1日　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　）
あなたができるボランティアは何？　　　答え（　　　  　　  　　　　　　   ）
緑の募金をするともらえる羽根の色は？
①赤　②黄　③黒　④白　⑤緑　　　　　　　 　　　答え（　　　　　　　）

Ｑ２

Ｑ１

Ｑ３

Ｑ４
Ｑ５

【初級編・応募方法】
　すべてのクイズの答えを書いて、倉吉福祉センター（倉吉市社会福祉協議会）にご持参ください。
【初級編・応募方法】
　すべてのクイズの答えを書いて、倉吉福祉センター（倉吉市社会福祉協議会）にご持参ください。

【中級編・上級編・応募方法】
　おためしクイズに挑戦して、解けたらQRコードを読み込んで専用フォームから本クイズに進もう！
【中級編・上級編・応募方法】
　おためしクイズに挑戦して、解けたらQRコードを読み込んで専用フォームから本クイズに進もう！

ＮＰＯの意味は？
①非営利法人　②社会福祉法人
③非営利団体　④新日本プロレス　　　　答え（　　　　　　）
ボランティアの５原則は、①自主性・主体性②社会性・連帯性、
③先駆性・開拓性④継続性、あと1つは？　答え（　　　　　　）
２０１５年の国連サミットで採択された「ＳＤＧｓ」の意味は？
　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２

Ｑ１

Ｑ３

中級編おためしクイズ（中学生・高校生向け）中級編おためしクイズ（中学生・高校生向け）

１月１７日は、何の日でしょう？　 答え（　　　　 　　　　　　）
鳥取県中部地震の際に活動した災害ボランティアは何人でしょう？
　　　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　　　　）
赤い羽根共同募金の羽根が赤色なのはなぜ？
　　　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　　　　）

Ｑ２
Ｑ１

Ｑ３

上級編おためしクイズ（大学生・一般向け）上級編おためしクイズ（大学生・一般向け）

※おためしクイズの答えはこの広報紙のどこかにあります

中級編全問正解者の
中

から抽選で図書カー
ド

がもらえる！

上級編全問正解者の
中

から抽選で商品券が
もらえる！

本クイズ
へGO!

本クイズ
へGO!

　　 初級編
　 全問正解者は
  お菓子すくいが　　　できる！！

すべてのクイズの〆切は11月30日㈪

……………………………… 2

………………………… 3
わたしたち高校生・大学生がZoomで話し合ってつくりました！

わたしたち高校生・大学生がZoomで話し合ってつくりました！

挑戦者
求む

コロナ禍

ボランティアクイズボランティアクイズボランティアクイズ
第４回ボランティアフェスティバル第４回ボランティアフェスティバル
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わたしたちがめざす倉吉のまちの未来とは♥
　住み慣れた地域でその人らしく暮らし続けるために、前回に引き続き、第4期倉吉市地域福祉推進計
画で取り上げている３つの重点課題を整理し、どんな「仕組み」が必要となるか一緒に考えてみましょう

重点1　小地域福祉活動の推進　住民同士の支え合い活動の充実と体制づくりをめざします 
重点2　人権・福祉学習・担い手づくりの推進　人権・福祉学習を効果的に学べる体制づくりをめざします

連載
第３回

自治公民館、民生児童委員、給食ボランティア
福祉協力員、近所等

福祉懇談会
自治公民館長会
民生児童委員協議会定例会等

地区

市全域

次号では、重点課題２を取り上げ、わたしたちがめざしていく取り組みや仕組みを考えていきます。

第４期倉吉市地域福祉推進計画の重点的な取り組み

重点３：包括的支援体制の構築　分野を超え横断的に支援する体制づくりをめざします

　これまでの福祉制度は、高齢者・障がい者・子どもといった分野ごとに、専
門的な支援を充実させてきましたが、分野ごとの枠組みだけでは解決できな
い様々な課題を抱えて生活をされている方が多くなっています。
たとえば…
・要介護高齢者の親と、無職でひきこもり状態の子どもが同居している世帯
・共働きの世帯で、親の介護と子育てを同時に抱えている世帯
・難病指定をされていない難病患者

　包括的支援体制では、そうした複合化・複雑化した世帯の
相談に寄り添い、それぞれの相談支援機関がチームとなって
支えていけるよう包括的・総合的な相談体制をめざします。

【包括的支援体制ってなに？】 効 果
１. 地域住民・関係機関・行政・
　社協等による総合的なチーム
　アプローチが可能となります
２. 支援が必要な人の早期発見・
　早期対応（気づき）の仕組み
　づくりにつながります

包括的支援体制の構築（イメージ）

DV 子ども

不登校 健康

自殺 認知症

空家 雇用

消費者被害 いじめ

介護 困窮障がい

相談者 【相談支援包括化推進員】

複数の相談支援機関をコー
ディネートし、さまざまな課題
を包括的に相談できる体制
づくりをめざします

【生活支援コーディネーター】

地域でどのような支え合い
活動が必要か一緒に考える
お手伝いをします

本人からの相談や地域の見守り活動から把握各会議などで
上がってきた課題

専門機関
話し合いの場

（地域が抱える課題の話し合い）

地域福祉課
 生活支援コーディネーター（※1）

共生型支援会議
（個別の困りごとの話し合い）

あんしん相談支援センター
相談支援包括化推進員（※2）

課題解決に向けた協議の場

総合相談窓口

課 題 解 決 に 向 け た 連 携

課
題
解
決
へ

プロジェクト会議

市役所各課・市社協
必要な仕組みづくり
について話し合い ワンストップ窓口で対応

困窮
介護

雇用 障がい

医療

高齢
住まい

司法

多文化

（※1）

（※2）

倉吉市社会
福祉協議会
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西郷地区社会福祉協議会
暮らしやすい西郷地区を目指して
Vol.14Vol.14

　新型コロナウイルスの影響で延期となっていた懇談会を８月18日㈫開催し
ました。市役所長寿社会課、市内５か所の地域包括支援センター、各事業所
のケアマネジャー、倉吉市社会福祉協議会と西郷地区の自治公民館長及び
福祉関係者が参加し、地域の現状について学びました。
　はじめに、地区の人口動態、要支援・要介護認定の状況、そして高齢者を
支える制度・サービスについて知り、その後、事前に集約していただいた『ケ
アマネジャーが体験した支援者の困りごと』(訪問介護サービス内では受ける
ことの出来ない日常の困りごと)についてお聞きしました。
　実情として見えてきたことは、『ちょっとした支えがあれば・・・』『気軽に頼める人がいれば・・・』ちょっとした困
りごとが解決するということ。
　今後は、各町内・西郷地区の特性(資源)を明らかにし、支援者の困りごとを解決するために、実現可能な対策を検討
し、ケアマネジャー他関係者と地域住民が一緒になり、より暮らしやすい西郷地区を目指していきたいと思います。

多機関の協働による包括的支援体制構築事業多機関の協働による包括的支援体制構築事業 オンライン研修

　さまざまな課題を抱えた方々に対し、相談機関が連携し包括的な支援を行うため、事例検討研修会を開催し
ました。多機関連携の重要性やいろいろな角度から課題を分析し、評価することが必要だと学びました。

一般社団法人 コミュニティーネットハピネス
　　　代表　土屋　幸己さん

令和２年９月23日㈬
76名（内オンライン参加25名）

日　時 講　師
参加者

地域福祉公募事業のお知らせ
歳末たすけあい募金

　年末年始に身近な地域で住民が集
い高齢者、児童、障がい児（者）とのふ
れあい活動や仲間作りを目的とした
地域福祉事業に対して助成します。

実施期間：令和2年12月1月～
　　　　　　令和3年3月15日
対象団体：市内において地域福祉活
　　　　　動を行っている団体
助成金額：上限4万円
申請締切：11月10日（火）
※申込方法、詳細は下記問合せ先ま
　でお問合せ下さい。

赤い羽根共同募金運動
初日街頭募金を実施しました
とき：10月１日　ところ：JR倉吉駅

　赤い羽根共同募金運動は、わたしたちのまちの中や
学校、職場、いろいろなお店等で、12月末まで実施して
います。
　引き続きみなさまのご協力をよろしくお願いします。

～じぶんのまちを良くするしくみ～

問合せ・申請先：地域福祉課（☎23-5600）

おためしクイズの答え
【中級編】Q１. ③　Q２. 無償性　Q３. 持続可能な開発目標
【上級編】Q１. 防災とボランティアの日　Q２. 約5000人　Q３. 昔、アメリカで赤い羽根が「善い行い」や「勇気」の象徴とされてきたことから

地域共生型の支援とは
①断らない相談支援
②参加支援
③地域づくりに向けた支援
これを一体的に実施する
　  ことが原則です。

相談機関が
チームになって
相談者の生活を
支えることが
必要ですね。



皆様からいただいたご寄付は、
地区社協活動をはじめ、地域福
祉を推進する財源として役立た
せていただいています。
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相談の種類

法律相談

公証相談

相談日

弁護士

公証人

相談員
12月
8日（火）
25日（金）
17日（木）

11月
10日（火）
27日（金）
19日（木）

あんしん相談支援センターからのお知らせ 【問合せ・予約先】　☎24-6265

●相談はすべて無料　　　●秘密は厳守します
●時間：午後１時～３時　●完全予約制です
●相談時間は30分以内です

倉吉くらしの応援団

倉吉くらしの応援団 ご寄付

松島　出 様（梨）
鳥取県生活協同組合 様（食品）
匿名（果物、お菓子、餅米、衣料品、家電等）　　

ありがとうございます
みなさまの応援お待ち

しています！
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◎寄付金額等の記載につきましては、
　寄付者ご本人の意思によるものです。
◎本会にお寄せいただいた寄付金は、
　所得税、市・県民税の寄付金控除
　の対象となります。
◎関金支所（倉吉市高齢者生活福祉
　センター）でも寄付を受け付けて
　います。
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こども食堂　テラハウスさんへ！

　市社協では、毎月、広報紙「しあわせ」
を自治公民館ごとに枚数を数え、封筒に
詰めて倉吉市シルバー人材センターへ
搬入する活動を行っています。
　わたしたちと一緒に「広報紙が自宅
に届くまで」を体験しませんか？

☆と　き　11月26日（木） 
　　　　　10：00～12：00
☆ところ　 倉吉福祉センター 
　　　　　　　（福吉町1400）

【問合せ・申込先】 地域福祉課☎23-5600

※会場内でのマスク着用、手指消毒の徹底を
　お願いします。

いただいた梨とお菓子は
こども食堂で活用させて
いただきます！
ありがとうございます。

皆さまからいただいたご寄付（思い）
は必要な方へお届けしています
皆さまからいただいたご寄付（思い）
は必要な方へお届けしています

～ いつも応援ありがとうございます ～

いろいろな寄付のカタチ
寄付を通じて、皆様の想いをカタチにするお手伝いをしています。

倉吉市社会福祉協議会は、皆様の心のこもった、さまざまな寄付を受け付けています。

一般寄付
・チャリティーバザーやその他
　イベントの収益金
・お菓子や食料
・日用品（新品に限ります）
・古ハガキ、書損じハガキ 等

お見舞返し寄付
・お見舞返しにかえて

香典返し寄付
・香典返しにかえて

※物品については、状況によりお断り
　させていただく場合があります

記念寄付
・成人や還暦、結婚
　や受賞等、人生の
　節目を記念して

しあわせの
　おすそわけ…

遺贈寄付
・故人の遺言や遺志
　による遺産の寄付
　（現金に限ります）

地域の未来に
　託すため…

※寄付の内容は、毎月の本紙で寄付者の希望にそって掲載いたします

広報紙「しあわせ」
おとどけ隊の募集！
広報紙「しあわせ」
おとどけ隊の募集！

心温まるたくさんのご寄付
ありがとうございました


